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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜東病棟入室状況＞
〈入院〉

・玉田　たけ子様：東C6号室

〈転出〉

・佐々木　紀美子様：東A14号室→南A121号室

<部屋移動＞

・見付　龍矢様：東A16号室→東A8号室

・宮崎　宏之様：東A8号室 →東A9号室

・小澤　和子様：東B1号室→東A14号室

・和田　昌様：東A16号室→東B2号室

・見付　龍矢様～東A16号室→東A9号室へ移動。
・佐々木　紀美子様～東A14号室→南A121号室へ転出。
＜患者様連絡事項＞
・米内　勲様～臨時薬プラバスタチン(10)1T　1×夕に増薬あり。他同内容で7日分処方。 
・見付　龍矢様～不穏時5回分処方。
・袴田　将志様～疼痛時5回分処方。
・藤井　孝蔵様～便秘時ピコスルファートナトリウム2本処方となる。
・小向　清志様～食事摂取量少ない為点滴1本処方となる。
・千葉　恒義様～活気のなさあるため朝・夕血糖測定の指示あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後一時間ずつの開放観察実施。ドア蹴りあるが介入には穏やか。10：30よりスタッフ付き添いにて外泊に行かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察開始。開放中もトラブルなく対応は穏やか。対面時妄想発言はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～時間隔離中。飲水量多いが、隠れ飲水は無い。妄想発言はなく対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。8：30粗暴行為、他者へ掴み掛かる行為あり、主治医報告し9：00より終日隔離開始。以降もスタッフ説明にも落ちつき無く同内容、同行為を続けている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。両上肢、両足背の浮腫は持続。ミトンで様子観察している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・藤井　崇史様～他者に掴み掛かられる事あるが暴力行為はなし。多弁さあるが以降トラブル無く経過している。
・高柳　和子様～表情鋭く独語されている。再三の促しにて指示動作を行う事出来ている。他者トラブル問題行為はない。
・稲荷　幸七様～多動さ、落ち着きの無さあり11：35不穏時ロラゼパム（0.5）1T服用。以降も同行為持続しておりマンツーマンでの見守り要す。
・高橋　憲一様～突然易怒的となりスタッフへ訴える事あるも時間を置く事で落ち着く事出来ている。以降訴えは無い。
＜馬渡Dr.診察情報＞

・宮崎　宏之様～臨時薬変更なし。7日分処方。

・宮古　喜久代様～臨時薬変更なし。7日分処方。

・小向　清志様～臨時薬変更なし。7日分処方。

・山田　ミヨ子様～臨時薬変更なし。退院処方あり。

・平館　幸廣様～ジアゼパム漸次減量していく。AL開始時期調整を。

・見付　幸一様～臨時薬変更なし。7日分処方。

・山地　壽々子様～臨時薬変更なし。7日分処方。
＜入院患者情報＞
日　　時：令和1年9月10日　13:19

　氏　　名：玉田　たけ子（たまだ　たけこ）様

　生年月日：昭和19年4月12日　75歳

　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　主 治 医：深澤Dr

　入院形態:医療保護入院予定

　病　　棟：東病棟Cユニット6号室

　

　(経過）

　初期集中支援対象の方。夫と二人暮らし。H31年に入ってから

料理や清掃などの家事が出来なくなってきており、夫が自宅内

を何度片付けても本人が散らかしてしまい、自宅内はゴミ屋敷

状態となっていた。また冷蔵庫内の腐敗した食品を食べてしま

う事や、気候にあった服装の選択が困難、鍋焦がしや通帳から

お金がおろせなくなる、バスに乗り間違えて帰宅できなくなる

こともあり、夫の目が離せない状況である。

　R1年6月に高齢福祉課へ相談し、高齢者支援センターみやぎが

介入するが、第3者（特に女性）へ攻撃性が強く、センター職員

や認定調査時の調査員に対して肩を掴む、「家を滅茶苦茶にした」

と怒る、訪問車両へホースで水をかける等の行為があった。夫の

女性関係に関する妄想もあり夫と話している女性をみても怒って

しまう事や、毎晩夜中に夫を起こしては、「盗人が来た」、「女

の人を匿っているでしょう」となじる。8月には介護認定はおりた

が、本人の拒否も強くサービス導入が出来ない状態である。

　むらかみ脳神経科を受診し、アルツハイマー型認知症の診断を

受けている。夫は精神的・肉体的に疲弊しており、自宅での介護

限界、入院治療の希望あり当院を紹介受けている。

R1年9月10日、東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。

LT　Bプラン、布パンツ使用、パンツのみ業洗
買い物は3000円/月まで
